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これは、不連続降伏（降伏点降下）現象と extra hardening 現象の密接な相関を明確に示したもので
ある。 
 
京都大学 博士（ 工学） 氏名 高 斯（GAO SI） 
 第３章では、少量の Tiで侵入型元素を炭窒化物として固定し、固溶炭素・窒素を実質的になくし
た IF 鋼を用い、降伏現象に及ぼす結晶粒径の影響を調査している。巨大ひずみ法の一種である
Accumulative Roll Bonding（ARB）法と焼鈍によって、平均結晶粒径 0.45μm〜30μmのバルク板状
試験片を作製することに成功し、その力学特性を系統的に明らかにしている。侵入型固溶元素を実
質的に含まない IF鋼は、通常は連続降伏を示すが、平均粒径が 1.5μm 以下になると不連続降伏を
起こすこと、不連続降伏が生じる場合には extra Hall-Petch hardeningが現れることを明らかにしてい
















研究では、99%純度の純アルミニウムに ECAP（Equal Channel Angular Pressing）法による巨大ひずみ
加工と焼鈍を適用し、超微細粒径を有する丸棒状試験片を得ることに成功している。純アルミニウ



























２．極低炭素 IF鋼に対して ARBによる巨大ひずみ加工と焼鈍を施すことによって、平均粒径 0.45
μm〜30μm のバルク板状試験片を作製することに成功し、その室温引張試験を系統的に行なって
力学特性と粒径の関係を明らかにした。IF 鋼は通常連続降伏を示すが、平均粒径が 1.5μm 以下に
なると不連続降伏を起こすこと、不連続降伏が生じる場合には extra Hall-Petch hardeningが現れるこ
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